８　履　歴　書
　(1)　取扱い方法
　　 ア　用紙について
　　　　 甲号、乙号があり、厚手の紙質を使用する。
     イ　記載上の注意について
      (ｱ) 厚手の用紙にすべてペン書きする。朱書する部分は赤、その他の部分は、黒で楷書で         丁寧に記入する。　
      (ｲ) 数字は算用数字を用いるが、固有名詞は漢数字を用いる。
（例）　　小１種    　法五　　教育職（三）
      (ｳ) 写真欄には、縦35mm×横24mmの無帽、上半身、正面向の近影を添付する。　　　　　     （背景は無地とする。）
　 　 (ｴ) 氏名欄の氏名は戸籍と一致させ、平仮名でかなを付け、記載事項が真実であることを         誓約する押印をする。
      (ｵ) 学歴欄には、小学校の卒業から学校名（入学、中退、修了、卒業）を記入する。各種         学校及び一般課程の専修学校は記入しない。
      (ｶ) 欄外左下「○葉中○枚」は総枚数と何枚目であるかを明記する。
          新しく一枚増えた場合は＝または斜線にて消し、○葉中を改める。
　　　　　　（例）　「５枚中３枚目」が６枚に増えた場合は「５」を斜線にて消し、
　　　　　　　　　　「６」と改める。「５　６葉中３枚目」　
      (ｷ) 誤りを訂正する場合は、黒字の部分は赤で、赤字の部分は黒で＝線を引き、左欄外に         その旨を記入し、校合印を押す。
     ウ　履歴事項について
　　  (ｱ) 校合欄には記載の都度、現任校校長が校合して押印する。
      (ｲ) 履歴事項については、小学校の卒業より年月日順に履歴事項（履歴事項記載の手引参　　　　　考）を記載する。
　　  (ｳ) 任用、休職、退職、昇給等辞令の出るものについては、辞令ごとに文面通り記入する。
(ｴ) 市町教育委員会任命の教務主任、校務主任、保健主事、進路指導主事、主任養護教諭　　　　  司書教諭、事務主任及び国内外留学等については必ず記入する。
      (ｵ) 教員免許状受領等の資格取得は必ず記入する。
      (ｶ) 昭和49年６月12日以降の金額欄には給料月額を記入しない。
      (ｷ) 昇給発令文に続いて記入していた「（一般昇給）（定期）」などの昇給事由は、昭和59 年10月１日以降、給与改定時の「（切替）」を除き、一切記入しない。
  (2)　県費負担教職員退職時の履歴書原本の取扱いについて
     退職者本人には、必要に応じて履歴カードを渡す。
　 (3)  県費負担教職員再任用時の履歴書の取扱いについて
再任用期間が終わったら、退職者本人には、必要に応じて履歴カードを渡す。
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